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ある。この 100年の間，地域的には大きな被’よ’が箔ノ｜ーす

るがマグニチュードの大きくない直ド明地震やマクーニチ

ュー卜、の大きなj創出生~J也記長ではあるが震源が入者間7から

速い町平｜｜東南海地袋や目白平日南海地震などの日一己保はあるも

のの，兵庫県南部地震発午前 20[II：紀後半の静問、な時期

の長さから「関西には地震が少ない」
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〔書評〕

「秀吉を襲った大地震

とする風説まで耳

にするようになっていた。こうした中発生した 1995年

寺田寅彦の言葉とされる「災害は忘兵庫県南部地震は

地震考古学で戦国史を読む」

'Jllf川旭 )ff

1’JUI祈J；・ 504,2010イ｜半凡社発fl，令：277へージ； ISBN 
978-4 582 85504 3) こと，マグ二チュート、が小さくとれた頃にやってくる」

も大都市圏直卜で -Jf発生すれば甚大な被富が発生する

こと，そして，’失は関西でも歴史上大きな地震による災

吉が発生していた記録があることを教えてくれたc 特に

関西の被害地震に関し，兵庫県南部地震で活動した野島

断層・六甲ー淡路断層系に隣接する有馬高槻断層帯（有馬

高槻構造線 ATTL）の活動が危悦されたのである。

の民円の集まったATTLの過去の活動調査に当たり，寒

川氏を中心とする地質調査所（現：応業技術総合研究所），

大学関係者の果たした役割は非常に大きく，最終的に

ATTLの活動調査がれわれたのである。この調査により，

この断層帯が 1000～2000年に 1旧活動すること，そし

て最後の活動が 1596年豊臣秀吉の時代（慶長伏見地震，

M 未雌定（後述））であったこと，そして 1995年兵庫県

南部地震により変化した地域応力場の影響があったとし

ても，周期ド｜：から考えて直近のATTLの活動を考え難い

ことなどの矢II見が得られているc 寒川氏の論文は兵庫県

南部地震直後に激増し，その多くが有馬 i高槻断届帯に係

る調査結果に；），！；づく。本書では，こうした寒川氏の地質

学的な成果と，氏の！ズ色の！Ji司細胞に刻まれた歴史に関す

る知識を有機的に結実させ，慶長伏見地震の 11年前に

発生した天iiミ地震も取り tげ，

志i哉＊

寒川）也氏による，地震考古学と歴史を融合させた良書

が本占ーである。寒川氏は前作「地震の日本史Jでは，我

が作｜に数多く発生した被在地長がし、かに｜｜本の雌史に影

響していたかを具体的に記載し， j同J改知l；祈的に将＊に向

けての地震との共生を提言した（三ケIll, 2008）。

｜｜本の過去数 1000年の陀史を振り返る作業に対し，本

書；は弔問H寺代の末期から友｜；桃山時代に"'iiる些1：〔秀吉の

H寺代に焦点を当てたc この時代に生きた織同店長，豊1;1:

秀占，徳川家康という，我が悶の歴史を語る！？ーで、欠かす

ことのできない武将と地震の関係に注目しているc それ

にしても，寒川氏の地震に対する想いの深さ，時！」Jに対

する造詣の深さに感心するばかりである。おそらく，地

質学や地震考古学に携わらなかったとしても，育l馬遼太

郎のようなl摂史作家として成功を収められたのではない

かと感じさせる文章であった。米国スタンフォード大＇f

の岩石物出学関連の｛｜：事をされているヌーア教授の古代

文l~j の盛衰と地震の関係を明らかにした研究（Nur and 

こぴ〉

均＊・亀）1: 三ケ「｜｜

ヰ~J＇に豊臣秀吉の時代にフ

ォーカスを：当てた内答となっている。 869年点観地震お

よびその津波災害の調査が進んだきっかけとなったのが，

平成 14年度から実施された文部科学省の「宮城県沖に

おけるパイロット的重点調査観測」による過去の津波調

Burgress, 2008），あるいは 1755 "I＇－リスボン地震および

津波により壊滅的な打撃を受けたことでスペインと争っ

ていた海洋の樹権を英国に譲ることとなったポルトガル

歴史と地震がいかに関わっているか

査であったことは良く知られている。本書に記載のある

ATTLの活動調査のきっかけが 1995年兵庫県南部地震

の例などと同様に，

を｜則らかにしている。

1995年 1汁 17I」に発生した兵庫県市部地震（阪神淡

地震に関する訪l奇研究の重要

'l''tを物語っている。

寒川氏は，本書で先ず天正地震（1586年， MS)

り1－＿げ，この地震と羽柴秀8, 1111刈－1'.!I:，佐々成政， 111T

m利家，内ヶ1111:1氏川！，織ITI信雄という武将達との関わり

を概，f比するり

を取

であったことを考えると，
路大震災； M7.3）以前，明治維新後間同地方を1[1心とす

る地域で発生した被古地震は濃Jib地震（1891"Iミ，

北N後地震（1927年，M7.3），北伯尚l也長（1925付＇M6.8),

Ml人！大和地出（1936イド， M6目3），鳥取地震（1943イ｜二，

M7.2), I.I／｛平11W:1十j海地袋（1944"I三，M7.9), j11f地震（1945

Ill｛平｜｜｜羽海地袋（1946"I二，

MS) 

再－

「代Jd｛が.i)Jい般を：lょうぶ1U也漠（1586"-1-. MS）では，

で｜｜｜｜付「以jfれが：せ：JNHKのドラマ
MS.O), ti'i'i j十l也辰

などがM6.8) ~I ；＇出fjtl1, ｝長 (1952イド，M7.1), 

M6,8), 

(1948"1, 
，
 

f
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出世iM 京；［＇，＇：に f1't:Wi：寸る長 iJI；で、地 ii~J・ りにより 11f il'iやl古川城

が壊滅f内な被害を叉けたことが7、｜｜られているのこの小

牧・長久下の戦いの約 l{JC半後に発ノ｜：したノ（1U也漢は，

尚也iMJ周辺よりも現在の＇，，；；； 111IM, 11岐阜ーリI＼＇愛知県， 1重

県での被’占が大きい。 i也長時の地滑り（；（：：・石なだれつ）

では，内ヶ11山氏ー族はl'll没した帰芸城と命運をf)I.;にした。

このj成は岐阜県のCiJI I J也）jに｛1'[1官；したが， .EJl{J：二で、もその

城の場所すら碓；1.i::していない。富｜｜｜県の砺波平野は，小

競り合いを続けていた前田氏・佐々氏の~·いが決着し，

木万l城に新しい城主として派遣された優秀なl;Jfj田氏の1(11

族が，やはり地震時の城および城｜ごの崩壊で命を落とし

ている。 1重県桑名市にあった長島城は，やはり天｜｜：地

震で崩壊し， Hキの城主織什lf,3'Mf0は，この城を｛波来して清

洲lJ＆：に反る。その後のhiIJ様消TEによる清洲から）己仮名，1,

保城への移転、が現在の名 1:'1Er{1E恨の)j(討議となっているこ

とから，地震が：：／＇， ,1，・1丞都市｜塗｜形！＆のきっかけになったの

であろう ο また，地震による地形変化からl也伎の、ドド後

に流路の変わった木曽川は，米作を中心とする iLJill#1~

の輸「｜寸形成や，｜詫摩藩のお手伝いによるー川分離策及び

嵯｜；ノ与建設等の治水に影響を与えたことは間違いない。そ

の . )jで本書では，近ii一以ー本から大阪に逃it'帰った秀，＇ f

の手紙から， l也長の代名詞として「総」が使われていた

こと，ひょっと寸るとft琶湖の代名，j,;jであった舵が，こ

の人：正地震以：￥使われたのかもしれないという惟論など，

史文牟の1J-1の忽像の山：界へと読省ーを誘う。この地震で肝を

冷やした秀行は，この後，初代伏凡城（指jl山伏凡J成）

や大坂J成の主~設で，耐震に州立するよう指示を II ＼してい

る。 l坐史に数多くの記載が残っていることも下伝い，正

にエビソードに事欠かないc なお，秀占は，この地震の

後に）（ f統一を宋：たしただけでなく，朝鮮山兵も押し進

め，栄華を極めることとなる。それから 400年後に行わ

れた地震考，1了学的な訓査は，この＇，＇r';Ill AA，岐阜県，滋賀

県，愛知県， 一重県という広大な地域に被吉をもたらし

たポIヒ地震に，阿寺｜析J層帯，山川断層帯，そして養老

桑名目cJ日市断層帯の活動が関わっていることを突き止

めた。

秀古のII手代の次なるl也誌は， 1596年慶長伏見l也氏；であ

る。 ;j~fl'i：には記載がないが，慶長伏見地漢は 9J 1 1 IIの

慶長｛）I・ [' l也袋，別府間にあった瓜ノ｜同が地震11.'J'に海q1に

水没したという IN、伝えのある 9)-1411大分地漢という

1[1央情造線（MTL）れいのl也世間近)J＼こr:JIきがしき 9JJ 5 11 

に資ノ｜したり l甘しくふ，償を以くした涙 r'1'r~ffJリJ:Iψ＇.dliJ 1 111 

iJ:: ~llJ止のゾLI戊 11＼後で、あり， J山 ！；＇~てがなけ才Lit'1；川

戦に｜付けて中0Jj(1Jヵ、らの｛史的を迎える f’定であったことが

叫述されている。残念ながら，秀，1;'U〕命じた1f1H長怖強は，

あまり役似たなかったようである。倒壊した伏見城は，

桁月 111 より標高の，•，＇：jl、木幡｜｜｜にぷγを置く， J行J1 111を忠

~＇！； む r ，：大な伏見J｝占（木l陥山伏見城）としてl也長直後から

再建が開始され，秀，'fのメt命の尽きる1'iiJに完成している。

11裕史に，もしという仮定を置くことは野暮に過ぎないが，

この地震がなければ，本幡山ではなく折）J山の伏比城の

ままで、関ヶFf（に駅けつける前に石!Tl：＿成が徳）｜｜方篭城

の伏見峡攻略で足 11~. めを II食うこともなかったかもしれな

い。また， Jミ下分け円の決戦が，関ヶ原ではなく，史に

束：の濃「己平野になったかもしれないc )j！よウーも大仏も地

震で＇）＼：｛政することなく，党鐘鋳ii主U)i際に、関ヶ原の決戦

のJJ;1囚となった「匡｜家安康君｜主性楽」の文字が炎IJまれる

こともなかったかもしれない。地震の発生しなかった点

11木に領地を持つ徳川家康は，災＇ p;:xcJ}f:i：に迫われること

なく ）Jをi／；，＼ιし，後にF.ドを界L:iから・Nい取ることに成
功していることを考えても，地震がし、かに｜｜本の位、らとに

｜対わっているかを！必じ取ることができる。また駁inf卜ラ

フから｜半ji句まで、連動したとも考えられる慶長地震がもう

少し早くう在性していれば，且阻L＼：と徳川氏の決戦が遅く

なった或は決戦そのものが行われなかったかもしれないc

この慶長伏見地震に関しでも，寒川氏らの地長考古’＇／：的

！？日tt:i:は威力を経抑し，秒1Jえば（犬比城の倒壊だけでなく，

ATTLから六甲断層帯，そして楠本｜折！国， willi断］＼＇！） ，先

山HJrJi:riとj炎路島東jニドにノヒる11好！凶m：に至るが:J80km の m~Ihrli:

に地震の痕跡を凡山し，この地震のマグニチュードがこ

れまで、の推定｛｜白ーより大きな 7.5～8.0の範｜川であるとする

推察に至っている。内陸地震として，おそらく甚大な災

富をr:JIき起こしたであろうことは想像に難くない。小早

川秀秋の恨返りにより，正角に近い状態であった関ヶ原

の戦いはー気に決符がついたが，相IT二が地震であれば8'.

角も｛nfもなく，発生した瞬間に人聞の負けである cまた，

文書記録がなければ，どのような地震であったかすら後

世に解明することもできないが， l也袋考古’Fにより震源、

JvJGや袋重）Jの大きさをあるねJJ'[推察できることがわかる。

イド占は，安｜：桃｜｜｜時代に人h＇けがいかに地 l主に日系附された

か，経生したJ也疫のl則立がどの干！，！， JI[ で、あったか， ~l'J；：な

までに読庁に想像させる ）Jを持っている。

本~－~では！と；に慶長伏見地震の後は，過去づγ｜した内陣

地授により影響を交けた人｜刊のJM、史に触れている。 J也誌

による山刷、をfYIめた戸以Jj臣、＇i', I珂ょkY-J米，1,・ JJ『しよ築！イ臣、＇i'

UJ似しゃm1 ヶ JJ;(u 〕 ij決いの後に 1c ノ｜ーしたけii旬卜ラフのj也I~~
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と考えられる慶長地震や，その沖波災’占：に触れる部分等， 断ヨできる。天｝｜〈地震，慶長伏見地震やrlii毎卜ラフの民

寒川氏の事ii'「地震の｜｜本史J（寒川， 2007)l1iJ被に， 大地震である慶長地震 日ii[QJの束北太平洋沖地震とも考

H木に性きる人聞が地震と共生する必要性を訴えている えられる貞観地震の記録は地ドに残っているのである。

ように読める。地震との共ノI＂，という 2葉には，；1Ji］御不 地下を知ることは地震に備えることに他ならず， t届故矢u

能な地震発生を瑚解し，いざという時に「想定外であっ 新的に今後の地震研究にとって街益であるからである。

たj と青う言葉を発しないよう地震に備え，例え火災や 興味のある読者に是非お勧めしたいー聞である。

津波に見舞われでも坐き残る術を常円頃考えておくこと

に他ならない。三陸地方の「津波てんでんこj という悲 引用文献

しいが非常に現実的な格言に通じるものがある。 1ケ問 均（2008）：書評「地震の日本史大地は何を

戦国史は，上司・部下の関係，人間関係，戦略，毘， 語るのか」，物理探査， 61(3), 275-276.Nur, A. and 

運不運なと現代社会生活に通じる側面を多く感じさせ Burgess, D. (2008): Apocalypse: earthquakes, 

ることが多い。 lやでも，繊同・豊臣・徳川による戦国時 arch aθology, and the wrath of God, Cambridge 

代の混乱の収恰に寄与した武将の活躍には，躍動］感があ University Press, 309pp. 

り，約 60年前のテレビ放送禁明期から多くのテレビ・ 寒川 旭（2007): 「地震の円本史一一ー大地は何を語

ドラマに繰り返し牧場する。本書は偉人達の人生のみな るのかJ，中央公論社，中公新書 1922,268pp. 

らず，その業績に果たした地震の役割を詳細に解説して

いる。地球科学・地球工学に携わる研究者・技術者は，

おそらく臣、史小説と現実の狭間を行き交いつつ読み終え

ることになるであろう。本書は物用探査の分野へのフ

ィードパックという意味でも，非常に有益な書であると
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